






























































































































































































































































































































『北東アジア研究』第 28 号（2017 年 3 月）
いて、原子爆弾開発に乗り出した歴史を有しており、アメリカは日本の原子爆弾開発を隠
蔽した責任を有している。
　朝鮮に存在する日本人遺骨問題に対する研究においても、一連の成果があった。日本人
遺骨問題は一言でいって、日本の侵略戦争過程に発生した問題である。
　朝鮮北部に日本人墓地が生じるようになったのは、日本がアジア・太平洋戦争を引き起
こし、その戦争の過程で捕虜軍人と軍属、民間人の避難民が発生し、敗戦の副産物として
生じた飢餓と伝染病により死が蔓延した事情と関連している。このような事情による死者
の数は、およそ３万3,800名に達すると推算されている。そうして生じた墓地の前に墓碑
を立て、その墓を守るべき日本は、３万を越える自国民の遺骨に対してこれまで傍観して
きた。当時、朝鮮は解放直後であり、統一政府が未だ樹立前であったものの、地方政権は
日本人墓地を別途用意するよう承認し、その後やむを得ず埋葬地を移すときには、赤十字
社を通じて日本側に移葬することとなった戦後の事情を知らせることまで行った８。
　敗戦の過程において数多くの生命が絶たれたのは悲劇であるが、朝鮮の地に埋葬され、
無主孤魂となった日本人の遺骨を訪れるのは、戦後の日本政府の責任であり、義務であっ
た。しかし、日本は戦後処理の重要な事項である朝鮮に存在する日本人遺骨問題に対して
は、当初から議論さえしなかった。朝鮮の地に３万の日本人遺骨が埋められていることを
等閑視するような無責任な発言をする人もいる。
　幾つにもならない日本人墓地に立てられた墓碑が現在まで残存するわけがないというこ
とは余りにも明白な事実である。問題は幾つかの墓碑石にあるのではない。それは墓碑石
を語りかけようとする墓の主人の側の問題である。換言すれば、朝鮮北部の約70か所に埋
葬された日本人遺骨の主人である日本人自身に対する問題である。このように、朝鮮は始
終一貫して人道的な原則と立場から、日本人墓地を保護してきた。
おわりに
　今後、朝鮮の歴史学学会では、朝鮮民族の歴史を輝かし、朝鮮の歴史を歪曲ねつ造する
行為9 に学術的に対処するための研究を一層深化させていくであろう。
（HWAN Myong Chol）
８　『終戦後平壌における死亡者と竜山墓地』中央日韓協会、1958年、32-37頁。
９　歴史的真実を歪曲しねつ造する行為として具体的には、「任那日本府」説や朝鮮に対する日本の植民地
統治の「適法性」主張、「日本軍性奴隷」法罪の否認、高句麗、渤海を中国の少数民族の地方政権とし
て見なすことなど、実例を示すことができる。
